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※お住まいの小学校区の会場にご参加下さい

あ
な
た
の
声
を
、

苅
田
町
の
将
来
を
見
据
え
た
、

地
域
福
祉
推
進
の
為
の
計
画
に

反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

『お互い支え合いながら、安心して暮らせる町づくり』を進める為に、

住民ワークショップ開催中!

会 場

日 時

小波瀬ＣＣ（与原小学校区の方）
片 島 Ｃ Ｃ（片島小学校区の方）
西部公民館（白川小学校区の方）
・７月１５日（日） 午前９時～１２時
・７月２９日（日） 午前９時～１２時

会 場

日 時

北 公 民 館（苅田小学校区の方）
中 央 公 民 館（馬場小学校区の方）
三原文化会館（南原小学校区の方）
・７月22日（日） 午前９時～１２時

町内にお住まいの方、及び通勤・通学している方で、１２歳（中学生）以上の方参加できる方

苅田町社会福祉協議会がサポートする 安心と信頼のお葬式

社協まごころ葬祭
・社協会員世帯　　祭壇の５％
・区への加入世帯　祭壇の５％
　　　　　　　　 合計１０％割引

社協まごころ葬祭　０９３－４３４－３７８０
この電話で２４時間３６５日対応いたします
（苅田町社会福祉協議会　パンジープラザ内）

町民の皆様が、安心して葬儀を執り行えるよう、お手伝いさせて頂きます。
全ての苅田町民の方が御利用できます
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福岡県立大学不登校・ひきこもりサポートセンター（不登校・ひきこもりに関する相談）　0947－42－1346 苅田町消費生活相談窓口　093－434－3352　9：00～17：00（月・水・金）

介護付有料老人ホーム

相談においで下さい。

小波瀬

JR小波瀬駅前通  （与原3－8－10）
全３３室 （18㎡）・ 敷金不要
３フロアでの （個別介護） 体制

電話0930－23－8181

身体障がい者共同生活援助施設
　グループホーム  榮荘ハウス
　　　  　 ところ：行橋市東大橋2丁目19－24

連絡先：（有）山中総合設計研究所
　　　　 苅田町大字二崎70　☎0930ー25ー1072

障害者自立支援法に基づくグループホームです。
主に身体障がい者（難病・精神）の方が安心して地域
で生活を送ることができるように支援いたします。
見学や利用のご希望の方はお気軽にご連絡ください。

生活支援体制
整備事業

苅田町社会福祉協議会事業（平成２９年度）の振り返り長生きによるリスクを、
　　　 自己防衛　　  しよう 平成２９年度は、支えあい活動を通じて地域づくりをすすめる「生活支援体制

整備事業」に特に重点を置いてきました。この事業の中心は地域住民中心に組織
される協議体で、愛称を「つながり隊」として地域課題解決に取り組む活動が始
まっています。また、日常のさりげない近隣の支え合いを「地域のお宝」と評価
して、それを大切に育むことが「本物の支え合う地域づくり」につながるとして、
「お宝」の発掘、パンフ作りや発表会の開催などで啓発に努めました。

６月５日、パンジープラザで地域福祉
セミナー『老い支度～健康寿命＆認知症
への準備＆終活～』が開催されました。
講師の老い支度クリエーター石黒秀喜さ
んのお話しの一部をご紹介いたします。
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社会福祉法人
連絡会

社会福祉法人の地域における公益的取組の推進を企図して「苅田町社会福祉
法人連絡会」を組織しました。初年度の活動として、今日的な課題である「子
ども食堂」に先駆的に取組んでいるボランティアグループの活動支援から始め
ました。

在処よってけばぁと
くすの木作業所

在処よってけばぁとくすの木作業所は、主に利用者減による経営上の課題が
大きくなり、次年度以降の立て直しが急務となっております。菓子工房 LAPAN
については、アドバイザーを迎え生産体制や販売方法の見直し、商品の開発な
どを進めてきました。

成年後見事業 成年後見に関する取組では、司法・福祉多職種連絡会や成年後見関係機関連
絡会を開き、他機関や専門職のネットワークを強化し、事例検討や情報交換な
どにより専門性の向上につなげてきました。今後は成年後見制度利用促進に関
する計画づくりに積極的に関わることが重要となります。

行政との連携 行政とのパートナーシップでは、次期地域福祉計画と地域福祉活動計画の共同
策定の取組や、総合相談窓口体制の検討会に参画するなど強化されてきました。

財　　政 財政面では、寄付金や募金の減少で財政基盤の不安は大きくなっております。
社協会員の拡大方策の検討を続け、次年度以降に実のある取組が求められます。

　　　  勘 定 科 目
　流 動 資 産
　固 定 資 産
　　　　　 計
　流 動 負 債
　固 定 負 債
　　　　　 計
　基　本　金
　積　立　金
　次期繰越活動増減差額
　純 資 産 計
負債及び純資産合計

　　　  金　額　
60,195,854

143,607,667
203,803,521

13,071,284
73,510,560
86,581,844

1,000,000
68,017,674
48,204,003

117,221,677
203,803,521
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　　 勘 定 科 目
会 費 収 入
寄 附 金 収 入
補 助 金 収 入
共同募金配分金収入
受 託 金 収 入
事 業 収 入
負 担 金 収 入
介護保険収入
就労支援事業収入
障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入
雑　収　入  他
　　 収　入　計

　　 金　額　
2,288,400
2,810,984

60,114,515
5,126,650

19,112,852
5,792,772

224,800
39,150,797
24,558,698
29,340,470

39,476
1,799,703

190,360,117

収
　
　
　
　
　入

収 　 支 　 計 　 算 　 書

当 期 資 金 収 支 差 額

　　 経 理 区 分
法人運営事業
ボランティアセンター事業
共同募金配分金事業
居宅介護支援事業
在処よってけばぁ事業
生活福祉資金事業
介護家族元気サロン事業
あんしんセンター事業
高齢者見守りネットワーク
障害者サービス利用計画事業
生活支援体制整備事業
障害者福祉事業
収 益 事 業
　　 支　出　計

　　 金　額　
75,456,325

414,848
5,211,150

15,456,833
22,295,043

376,327
349,900

4,289,174
600,000
566,834

5,078,195
62,676,811

501,907
193,273,347
ー2,913,230

支
　
　
　
　
　出

平成29年度
法人会計  決算報告

（単位：円）

（自助）
～ 健康長寿のコツは、社会性・運動・栄養 ～
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・
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・
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し
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う
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● 完全な予防はない。
● 運・不運はある。
● リスクの軽減策はある。

▲主な加齢リスク
　● 役割喪失
　● 気力・体力低下
　● 下肢機能低下
　● 認知機能低下
　　（認知症）

自　　立

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

高   

　

　　
　生
活
機
能
　  

　

　　
　低

加齢

【石黒の老・病・死の軌道の想定】

Aコース

Bコース

棺 桶

介護保険
のねらい

老
い
支
度
普
及
セ
ン
タ
ー

　老
い
支
度
ク
リ
エ
ー
タ
ー

　  

石
黒 

秀
喜
さ
ん

あ

　い

　う

　え

　お

健康長寿な暮らしの“かるた”
会いたい仲間と交流がある暮らし

生き甲斐をもって趣味を活かす暮らし

ウォーキングとウォーターで“快腸”な暮らし

栄養、エネルギー、笑顔で活動的な暮らし

おおらかな気持ちで怒らない暮らし

⇒ 社会性維持の絶対要件（フレイルの防止）

⇒ 今日用・今日行く（役割・居場所がある）

⇒ 身体・認知機能の維持／脱水・便秘防止

⇒ 免疫力が上がり、さまざまな病気のリスクが低下

⇒ 仲間が増える（怒れば仲間が逃げる→孤立化）
作：上手に老いるための自己点検ノート（石黒）

＆認知症重度化予防実践塾（金田）
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健康長寿な暮らしの“かるた”
会いたい仲間と交流がある暮らし

生き甲斐をもって趣味を活かす暮らし

ウォーキングとウォーターで“快腸”な暮らし

栄養、エネルギー、笑顔で活動的な暮らし

おおらかな気持ちで怒らない暮らし

⇒ 社会性維持の絶対要件（フレイルの防止）

⇒ 今日用・今日行く（役割・居場所がある）

⇒ 身体・認知機能の維持／脱水・便秘防止

⇒ 免疫力が上がり、さまざまな病気のリスクが低下

⇒ 仲間が増える（怒れば仲間が逃げる→孤立化）
作：上手に老いるための自己点検ノート（石黒）

＆認知症重度化予防実践塾（金田）



● 北九大ボランティアの皆さんとの交流！
● 仮設住宅でのボランティア活動を学ぶ！
● 21日（火）、バスで朝倉市被災地へ行こう！
● 模造紙に取組みを紹介し、図書館に展示！
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スカットボール
6月13日（水）馬場区公民館でふれあいいきいきサ

ロンが開催されました。
今回はチームに分かれてスカットボールを行いま

した。 まずはケガ予防のためにラジオ体操を行い、 そ
の後、 チーム毎にスカットボールを行っていきます。 
最初は久しぶりのスカットボールに少し緊張した様
子でしたが、 チームメイトが一人、 また一人と打つご
とに緊張感もほぐれていき、応援の声も少しずつ大き
くなっていきました。 勝敗が決まる後半戦になると
応援はさらにヒートアップしていき、 とても盛り上
がってスカットボールは終了となりました。

スカットボールでスカッとされた後は参加者の皆
さんで一緒に
昼食を食べな
がら談笑して
今回のサロン
は終了となり
ました。

小地域福祉活動で
　  「人にやさしい町」を作ろう!

ボランティアセンターだより

苅田町には、さまざまなボランティアグルー
プがあり、それぞれの立場で活躍をしています。
『夏休み子どもボランティア体験講座』は、
「現状を知り」、「自分達に出来る事は何か」を

学び、自ら発信していくことを目的としています。
この夏、楽しみながら、
ボランティアについて考えてみましょう。

東筑紫短期大学の廣藤智之先生が、 熊本地震の
災害ボランティアの経験から “福祉” の思いを歌と
手話で表現し学生達に伝えていきたいと考え、 か
んだ手話の会に「手話動画」を依頼しました。

　～ 曲は槇原敬之さんの
　　　　　「僕が一番欲しかったもの」～
この歌詞に秘められた想いをかんだ手話の会が

受け止め、 さらにダンスが出来る若いメンバーを
巻き込み、1年がかりで振付けを考え｢手話ダンス｣

日　　時

対　　象

集合場所

参 加 費

定　　員

申 込 み

8月20日（月） 10：0０～１5：0０
　 21日（火）   9：0０～１6：0０
　 22日（水） 10：0０～１5：0０
小学4年生以上の小・中学生
パンジープラザ
4,000円（3日間の昼食代含む）
先着15名
7月31日（木）まで

仲良く遊んで関係づくり
6月23日（土） この日のふれあいいきいきサロン

はグラウンドゴルフです。 冒頭、 渡辺区長からは 
「仲良く遊ぶことを通じて、 日頃支え合える関係づ
くりに繋げる事が目的ですよ」 と皆さんにお話があ
りました。　

例年は子ども会の参加もあるそうですが、 今回は
学校の授業と重なり、 あいにくの不参加となり残念
でした。

スポーツを通じての交流は非常に楽しく打ち解
けあえます。 「楽しく」を意識した活動に、松原区の
皆さんの仲良しの秘訣が垣間見えました。

アイデアを絞り､
手作りでレク道具づくり

育成会との三世代交流会
6月17日（日）与原上区公民館でふれあいいきいき

サロンが開催されました。 今回は三世代交流会とい
う事で、 午前中はカラオケ大会を行い、 昼食会をはさ
んで、 午後からは育成会（小学校３・４年生）によるビ
ンゴゲームが行われました。 今回のサロンは出席率
が100％あり、 育成会の児童さんも合わせると100名
近くの方が参加され、とても賑わっていました。

午前中のカラオケ大会では、 出演者の皆さん曲に
合わせた衣装でステージに上り熱唱され、 見学され
ている方も一緒に口ずさまれたり、 当時の事を思い
出して話をされたりと大変盛り上がっていました。

午後からのビ
ンゴゲームも児
童の方から直接
手渡しで景品を
もらう事で笑顔
も多く見られて
いました。

6月21日（木）岡崎区公民館でふれあいいきいきサ
ロンが開催されました。

毎回のサロンで参加者が楽しみにしているのは
｢ゲームタイム !｣ 実はこのレクリエーション道具の
ほとんどが岡崎区の役員の手作りなのです !

足や手にかけてまわす 「輪」 は、 ホースにビニー
ルテープを巻きつけたもの ! しかもこのビニール
テープは農作物を出荷する際に使っていた残り物
で、 「新鮮やさい」 と描かれていました !

お金をかけずに、 手間と愛情をかける ! 
小地域役員の皆様にささえられ小地域のサロンは成
り立っています!!!

与原上区岡崎区

松原区馬場区

【岡崎区小地域役員の皆さん】

！参加者募集

　夏休み
子どもボランティア
　　 体験講座

セラピューティック・ケアによる
ボランティア養成講座

お験し体験・一日講習  報告！

　「一日講習」を７月2日（月）に行いました。
　修了者には、日本セラピューティック・協
会発行の一日基礎講習会修了証が授与されま
した。
　受講者の金光加奈子さん ( 北九州リハビリ
テーション学院生 ) は「ぬくもりの大切さに
触れる事ができました ! 今回の経験をボラン
ティア活動に
活かしたいで
です ! 」と意
気込みを語っ
てくださいま
した。

　「お験し体験」を6月25日（月）に行いました。
　たくさんの方々がお集まりになられました。
今注目のハンド
ケアマッサージ
を通し、こころ
と身体に安らぎ
をもたらす効果
を体験しました。

苅田から
発信!! ダンサーによる

  「手話ダンス」

♪大事なものを

　　 人にあげることが

　　　　　出来る幸せ♥♪

が完成しました。
6月20日、 パン

ジープラザにて撮影が行われ、 編集が出来次第、
学生さんに届けられます!

ダンサーの大宮将太さんは「ダンスにも手話に
もリズムがあり似ていると感じた。 音が聞こえ
なくても元気に踊れるということを、 ろうあの
方々から教えていただいた」と語り、 素敵な笑顔
を見せてくれました。

ダンサー：大宮将太さん・亀田晋さん
　　　　 林田雅稔さん・日田美幸さん
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社会福祉法人

〒800－0337　福岡県京都郡苅田町大字稲光1225
TEL　0930－23－5885　FAX　0930－23－5899
Eーmail　honbu@kouwaen.or.jp　http://kouwaen.or.jp

苅田町 障害者支援施設  苅田学園
特別養護老人ホーム  いなみつ苑
総合支援センター（相談支援事業）

行橋市
スタッフ募集中！！　見学・相談・利用、入居申込等　お気軽にお問い合わせください。
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スロープ
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使ってみたい
何だろう？
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行橋市東大橋4－10－1
TEL：0930ー28ー8591
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まずはご気軽にご相談下さい。
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入
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４
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５
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６
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友
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懸
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取
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。
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取
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ま

し
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効　能
（意味づけ）

● 小学生指導 → 世代交流
● 俳句（伝統文化） → 伝統文化継承
● 俳句を詠む→ 認知症予防
● 授業終了後のお茶 → 情報交換

地域のお宝み～つけた

『あすなろ会』で世代交流

片島
小学校

６月１１日、 視覚障がいがある新垣さんのお話
と、 アイマスク体験を行いました。 盲導犬 （ポエ
ム） の役割や、 生活のことについてお話をして
いただきました。

アイマスクを付けての誘導体験では、 誘導を
する生徒が段差や階段などの周りの情報をアイ
マスクを付けている生徒
に伝えました。 始めは状
況を伝える声かけが難
しいようでしたが、 徐々
に自分からさまざまな状
況を伝えることができて
いました。

６月４日、 車いすで生活をしている益戸さん
のお話と車いす体験を行いました。 生活で工
夫をしていることや、 趣味活動の話を聞いて、 

生活の様子がイメー
ジできたようでした。

その後の車いす体
験では、ボランティア
さんにサポートをし
てもらいながら、車
いすの使い方を学ぶ
ことができました。

‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡

今年度も苅田町内の学校で

　 福祉教育が始まりました♪
南 原 小 学 校

創立20周年記念
社会福祉法人  光和苑

今年のテーマは 「感 謝」 －真心を込めて－

地域交流納涼会

 なんだかんだ祭
開催

第１９回

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
おかげさまで２０周年を迎えることができました。

記念イベントとして、 司会の山本華世さんをはじめ、
特別ゲストの出演、 ものまね、 お笑いショー等、

盛りだくさんの企画で皆様のご来場をお待ちしています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

８月４日（土） １６：００～２１：００
社会福祉法人 光和苑　ふれあい広場

日 時

場 所

お問い合わせ：光和苑  本部 （担当：根角）　℡：０９３０－２３－５８８５
ね すみ

ボランティア
募集中！

受付：苅田学園
            ふたつぎ
担当：二木・那須
TEL：０９３０－２３－８３４６
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症
）、 

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注
意
欠
陥
・
多
動
症
）、

　
　
　
　
Ｌ
Ｄ（
学
習
症
）な
ど
の
子（
年
齢
不
問
）を

　
　
　
　
も
つ
家
族（
未
診
断
で
も
大
丈
夫
で
す
）

参
加
費
　
無
料  （
申
込
不
要
）

■ 

カ
フ
ェ
さ
く
ら

日
　
時
　
８
月
４
日（
土
）　
10：30
〜
12：00

会
　
場
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

内
　
容
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、 

介
護
者
Ｏ
Ｂ

　
　
　
　
の
方
や
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
住
民
の
皆

　
　
　
　
さ
ん
が
、 

コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
楽
し
み

　
　
　
　
な
が
ら
交
流
す
る
カ
フ
ェ
で
す
。  

楽
し
い

　
　
　
　
ひ
と
時
を
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
認
知
症
の
方
、  

介
護
者
の
方
、

　
　
　
　
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
　
１
０
０
円

そ
の
他
　
４
人
以
上
の
場
合
の
み
要
申
込

主
　
催
　
介
護
を
考
え
る
会「
な
の
花
」

【
あ
す
な
ろ
会
】が
出
来
た
の
は
、
十
七

年
前
当
時
の
片
島
小
学
校
の
校
長
先
生
が

「
俳
句
は
日
本
の
伝
統
文
化
だ
」
と
授
業

に
取
り
入
れ
た
事
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

毎
月
第
４
月
曜
日
、
片
島
小
学
校
の
５

〜
６
年
生
を
対
象
に
、
あ
す
な
ろ
会
メ
ン

バ
ー
が
俳
句
の
手
解
き
を
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
俳
句
の
授
業
を
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
て
、
授
業
中
も
友
達
や
メ

ン
バ
ー
の
方
々
と
い
ろ
い
ろ
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
む
姿
勢
と
詠
む
俳
句
（
素

直
な
気
持
ち
で
感
じ
た
ま
ま
を
詠
ん
で
い

る
句
）
に
メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
逆
に
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

効　能
（意味づけ）

● 小学生指導 → 世代交流
● 俳句（伝統文化） → 伝統文化継承
● 俳句を詠む→ 認知症予防
● 授業終了後のお茶 → 情報交換

地域のお宝み～つけた

『あすなろ会』で世代交流

片島
小学校

６月１１日、 視覚障がいがある新垣さんのお話
と、 アイマスク体験を行いました。 盲導犬 （ポエ
ム） の役割や、 生活のことについてお話をして
いただきました。

アイマスクを付けての誘導体験では、 誘導を
する生徒が段差や階段などの周りの情報をアイ
マスクを付けている生徒
に伝えました。 始めは状
況を伝える声かけが難
しいようでしたが、 徐々
に自分からさまざまな状
況を伝えることができて
いました。

６月４日、 車いすで生活をしている益戸さん
のお話と車いす体験を行いました。 生活で工
夫をしていることや、 趣味活動の話を聞いて、 

生活の様子がイメー
ジできたようでした。

その後の車いす体
験では、ボランティア
さんにサポートをし
てもらいながら、車
いすの使い方を学ぶ
ことができました。

‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡
・
‡

今年度も苅田町内の学校で

　 福祉教育が始まりました♪
南 原 小 学 校

創立20周年記念
社会福祉法人  光和苑

今年のテーマは 「感 謝」 －真心を込めて－

地域交流納涼会

 なんだかんだ祭
開催

第１９回

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
おかげさまで２０周年を迎えることができました。

記念イベントとして、 司会の山本華世さんをはじめ、
特別ゲストの出演、 ものまね、 お笑いショー等、

盛りだくさんの企画で皆様のご来場をお待ちしています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

８月４日（土） １６：００～２１：００
社会福祉法人 光和苑　ふれあい広場

日 時

場 所

お問い合わせ：光和苑  本部 （担当：根角）　℡：０９３０－２３－５８８５
ね すみ

ボランティア
募集中！

受付：苅田学園
            ふたつぎ
担当：二木・那須
TEL：０９３０－２３－８３４６
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寄
付
の
お
礼
と
お
願
い

香
典
返
し
寄
付

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
寄
付
金
は
、
所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
。  

　
　   

五
月
二
十
一
日
〜
六
月
二
十
日
受
付
分

加
　
藤
　
栄
　
作 

様
（
故 
文
　
　
子 

様
）稲
　
光

白
　
川
　
む
つ
子 

様
（
故 

柳
池
敦
子 
様
）雨
　
窪

佐
　
古
　
澄
　
男 

様
（
故 

湯
野
節
子 
様
）尾
　
倉

奈
女
良
　
信
　
子 

様
（
故 

堅
　
　
次 

様
）富
　
久

原
　
　
　
育
　
子 

様
（
故 

健
　
　
治 

様
）神
　
田

中
　
原
　
正
　
恵 

様
（
故 

伊
太
夫 

様
）幸
　
町

中
　
井
　
喜
美
枝 

様
（
故 

　
進
　 

様
）尾
　
倉

河
　
野
　
和
　
美 

様
（
故 

徹
　
　
二 

様
）松
　
山

伊
　
藤
　
展
　
行 

様
（
故 

文
　
　
吉 

様
）新
　
津

友
　
成
　
早
　
苗 

様
（
故 

　
進
　 

様
）与
　
原

百
　
冨
　
美
津
子 

様
（
故 

勝
　
　
昌 

様
）尾
　
倉

村
　
上
　
直
　
樹 

様
（
故 

保
　
　
友 

様
）新
　
津

畑
　
　
　
和
　
枝 

様
（
故 

増
　
　
信 

様
）与
　
原

中
　
本
　
賢
　
一 

様
（
故 

村
上
正
雄 

様
）北
九
州
市

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金・苅田町社会福祉協議会 会費・寄付金によって作成されたものです。

一  

般  

寄  

付

●
九
州
電
力
㈱
苅
田
発
電
所 

様
　  

じ
ゃ
が
芋

●
坂 

本
　
雄 

一 

様

　
　
　
　
　 

新
品
の
肌
布
団
・
シ
ー
ツ 

他

●
松 

山 

寺 

様

　〈
花
ま
つ
り
バ
ザ
ー
を
記
念
し
て
〉

　
　
　
　
　
　
　 

　   

　 

金
一
封
の
寄
付

●
匿
名
の
方
１
名
様
よ
り
、
金
一
封
の
寄
付

 特別養護老人ホーム　 白川園  

（代表）  T E L 0930-23-7117

白川園ショートステイ   　　    

T E L 0930-23-7117

白川園デイサービスセンター   

T E L 0930-23-8623

白川園相談センター  

T E L 0930-23-8650

苅田町包括支援センターしらかわ

T E L 0930-23-7227

※白川園ホームページに　　→→→
　QＲコードからアクセスしてね！

※介護の勉強がしたい方、介護の仕事に就きたい方もお気軽に相談して下さい。

お気軽に相談して下さい
相談してよかった！
と思える対応
を致します。

社会福祉法人
白寿会

介護に疲れ
ちゃった

介護制度につ
いて教えて

ストレスで
いっぱい

良い施設に
入所したい

将来が不安

コレって、
虐待？

福祉用具を取扱っております。ベストケア行橋です。
皆様の生活をより安全に安心して送れるように
サポートさせて頂いております。
気軽に御問い合わせ下さい。

〈介護保険サービス〉
 ・福祉用具販売
 ・福祉用具レンタル
 ・住宅改修

Evah
  L i f e ベストケア行橋
（0930）26－3433
〈住宅改造・リフォーム〉

６／４苅田発電所の環境活動で
園児たちとのじゃが芋堀り

大
阪
府
北
部
地
震
の
義
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
大
阪
府
北
部
地
震
に
お
い
て
、
多
数

の
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
ま
し
て

福
岡
県
共
同
募
金
会
苅
田
町
支
会
で
は
義
援
金
の

募
集
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
義
援
金
は
福
岡
県
共
同
募
金
会
を
通
し

て
被
災
さ
れ
た
方
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
期
　間
　
〜
平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）

　
場
　所
　
苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

　
　
　
　
　（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
問
合
せ
　
０
９
３
ー

４
３
４
ー

３
６
４
１

地域づくり！てっ っ歌 踊 て
第6回 赤い羽根共同募金
　　　チャリティ演芸会

平成30年9月30日（日） 
開演 9時45分　　開場 9時15分
苅田町中央公民館大ホール
カラオケ、舞踊、フラダンス、一八番芸 …他
３０００円（２コーラス）
４０００円（フルコーラス）
赤い羽根共同募金会苅田町支会
苅田町社会福祉協議会
8月31日（金）までに 社会福祉協議会へ
ＴＥＬ 093ー434ー3641

※お弁当・お茶付
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

出演者
募集日　　時

場　　所
演　　目
チャリティ

主　　催

申　　込

平成30年度
ハピネス活

動報告!

「知識や技術
を実践できる！」
を目標に定期的
に学習会を開催
しています。
前回は利用者

の方に敬語で話
すべきか？敬語
でなくても大丈夫か？というテーマで討論
会を開催しました。認知症を発症する高齢
者は年々増え続けています。
その中で介護の専門性は必要不可欠にな

るでしょう。
認知症とは何か？認知症で困っている方

に対して専門職は何が出来るのか？
認知症に関する専門職の存在価値を高め

る為に一緒に勉強しましょう。
興味のある方は連絡お待ちしています。
（連絡先  0930ー 23ー7117　カミムラ）


